


―
あ
な
た
の
家
に
は
、
も
う
届
き
ま
し
た
か
？



こ
れ
は
、
と
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
民
に
対
し
て
配
ら
れ
た

『
隣
人
意
識
調
査
』
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
る
。

そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
ひ
と
つ
の
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。

以
下
に
、
そ
の
調
査
結
果
の
内
容
を
記
載
し
て
い
く
。

※
登
場
す
る
団
体
名
・
人
名
等
は
す
べ
て
仮
名
と
し
て
い
る
。
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【
令
和
６
年
度 

伊い

佐さ

鷺さ
ぎ

裏う
ら

市
役
所 

防
犯
推
進
課 

調
査
報
告
書 

Ｎ
ｏ
．
Ｂ
０
６
４
‒
０
０
１
】

作
成
日　

２
０
２
４
年
９
月
30
日

作
成
者　

伊
佐
鷺
裏
市
役
所 

防
犯
推
進
課 

主
任 

相あ
い

田だ

幸ゆ
き

男お

『
件
名
』

「
桜
さ
く
ら

見み

荘そ
う

」
住
民
互
助
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て

『
調
査
目
的
』

当
市
（
伊
佐
鷺
裏
）
内
所
在
の
賃
貸
住
宅
【
桜
見
荘
】
に
居
住
す
る
住
民
間
の
、
交
流
状
況
及
び
互
助
意
識
の
現

状
を
詳
細
に
把
握
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
評
価
の
た
め
に
、
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

昨
今
、
賃
貸
住
宅
に
お
け
る
住
民
同
士
の
交
流
不
足
が
、
犯
罪
を
誘
発
す
る
可
能
性
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
調
査
に
よ
り
具
体
的
な
状
況
を
把
握
し
、
地
域
安
全
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ま
た
、
高
齢
者
の
独
居
や
福
祉
が
必
要
と
な
る
世
帯
も
、
年
々
増
え
て
い
る
。
孤
独
死
や
不
慮
の
事
件
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
積
極
的
な
住
民
へ
の
関
与
を
目
指
す
。

『
調
査
対
象
』

「
桜
見
荘
」
全
12
世
帯
（
全
室
）

物
件
は
築
15
年
の
小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、
３
階
建
て
の
各
階
に
４
室
、
計
12
室
が
配
置
さ
れ
、
す
べ
て
の
部
屋

は
埋
ま
っ
て
い
る
。

『
実
施
日
時
』

２
０
２
４
年
９
月
28
日

『
調
査
方
法
』

１
．�

聞
き
取
り
調
査
を
主
軸
と
し
、
各
世
帯
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
、
回
収
。

聞
き
取
り
で
は
、
直
接
的
な
住
民
の
交
流
状
況
や
互
助
意
識
の
有
無
、
な
ら
び
に
日
常
生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
等
に

つ
い
て
詳
細
に
確
認
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
複
数
選
択
式
と
自
由
記
述
式
を
併
用
し
、
多
角
的
な
情
報
収
集
を
試
み
た
。

『
調
査
結
果
』

12
世
帯
の
う
ち
、
11
世
帯
に
関
し
て
は
同
一
の
階
の
他
住
民
の
顔
と
名
前
を
認
識
し
て
お
り
、
日
常
的
に
挨
拶
を

交
わ
す
な
ど
の
交
流
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
互
助
意
識
も
高
く
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
助
け
合
う

関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

一
方
、
３
０
２
号
室
に
関
し
て
、
全
住
民
か
ら
「
そ
の
住
人
を
知
ら
な
い
と
思
う
」「
接
触
が
一
切
な
い
」「
顔
が

わ
か
ら
な
い
」
と
の
回
答
が
一
致
し
た
こ
と
か
ら
、
住
民
間
の
交
流
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ほ
ぼ
お
こ
な
っ
て

い
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。
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所
在
や
人
と
な
り
に
つ
い
て
不
明
な
点
も
多
い
こ
と
か
ら
、
今
後
の
調
査
対
象
と
し
て
注
視
す
べ
き
存
在
だ
と
判

断
さ
れ
る
。

『
今
後
の
対
応
』

１
．
３
０
２
号
室
住
人
の
実
態
解
明
と
孤
立
化
の
要
因
調
査

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
安
全
向
上
の
た
め
に
は
、
孤
立
し
た
住
民
の
存
在
を
把
握
し
、
交
流
の
促
進
を
図
る
こ
と

が
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、
住
人
を
追
い
つ
め
る
よ
う
な
行
動
、
ま
た
、
不
審
な
行
動
と
と
ら
れ
る
対
応
は
お
こ
な
わ
な
い
よ
う

注
意
。

以
上

【
令
和
６
年
度 

伊
佐
鷺
裏
市
役
所 

防
犯
推
進
課 

調
査
報
告
書 

Ｎ
ｏ
．
Ｂ
０
６
４
‒
０
０
２
】

作
成
日　

２
０
２
４
年
10
月
３
日

作
成
者　

伊
佐
鷺
裏
市
役
所 

防
犯
推
進
課 

主
任 

相
田
幸
男

『
件
名
』

「
桜
見
荘
」
３
０
２
号
室 

現
地
訪
問
記
録
と
契
約
者
情
報
の
確
認
結
果
に
つ
い
て

『
調
査
目
的
』

孤
立
が
指
摘
さ
れ
た
３
０
２
号
室
に
対
し
、
現
地
訪
問
を
お
こ
な
い
、
物
理
的
状
況
の
確
認
と
住
人
と
の
接
触
試

行
を
目
的
と
す
る
。

加
え
て
、
契
約
者
情
報
の
詳
細
確
認
を
管
理
会
社
に
依
頼
し
、
住
人
の
所
在
と
連
絡
先
を
調
査
し
た
。

『
調
査
日
時
』

２
０
２
４
年
10
月
２
日
15
時
～
17
時
30
分

『
調
査
対
象
』

「
桜
見
荘
」
３
０
２
号
室
及
び
そ
の
契
約
者

な
お
、
調
査
員
と
し
て
以
下
の
者
を
中
心
に
、
複
数
名
派
遣
す
る
。
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伊
佐
鷺
裏
市
役
所 

防
犯
推
進
課 

相
田
幸
男
（
主
任
）、
臨
時
職
員 

秋あ
き

山や
ま

忍し
の
ぶ

『
調
査
結
果
』

１
．
建
物
状
況
と
対
象
部
屋
環
境

訪
問
当
日
は
曇
天
で
、
気
温
は
28
度
前
後
。

３
０
２
号
室
の
所
在
す
る
桜
見
荘
は
築
15
年
の
３
階
建
て
賃
貸
住
宅
で
あ
り
、
対
象
部
屋
は
３
階
の
中
間
に
位
置

す
る
。
対
象
部
屋
の
ド
ア
前
は
特
に
異
常
な
し
。

３
０
２
号
室
の
前
廊
下
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
敷
き
で
、
他
の
部
屋
と
共
通
の
グ
レ
ー
系
の
色
調
と
な
っ
て
い
る
。

床
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
は
靴
跡
が
一
切
確
認
で
き
ず
、
人
が
頻
繁
に
出
入
り
し
て
い
る
様
子
は
窺
え
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
、
住
人
の
外
出
頻
度
が
極
め
て
少
な
い
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

２
．
ド
ア
周
辺
の
状
態

ド
ア
横
の
表
札
は
空
欄
で
あ
り
、
住
人
名
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

賃
貸
住
宅
で
は
入
居
者
の
名
前
や
室
番
号
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
が
、
例
に
漏
れ
ず
３
０
２
号
室
も
表
札

に
記
名
が
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
住
人
が
自
己
の
特
定
を
望
ま
な
い
意
志
の
表
れ
と
推
察
さ
れ
る
が
、
管
理
会
社
の
管
理
状
況
も
合
わ
せ

て
今
後
確
認
が
必
要
で
あ
る
。

（
３
０
２
号
室
以
外
で
も
、
同
様
の
表
札
が
多
数
見
ら
れ
た
）

ま
た
、
ド
ア
の
覗
き
穴
は
外
部
か
ら
確
認
し
た
限
り
、
特
段
の
加
工
や
遮
蔽
は
な
か
っ
た
。

覗
き
穴
周
辺
に
異
物
や
破
損
も
な
く
、
通
常
の
状
態
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
。

３
．
ノ
ッ
ク
と
そ
れ
に
対
す
る
応
答

１
度
目
の
ノ
ッ
ク　

ド
ア
を
軽
く
１
回
ノ
ッ
ク
し
た
が
応
答
な
し
。

約
５
秒
後
、
再
度
ノ
ッ
ク
を
し
た
と
こ
ろ
、
中
か
ら
女
性
の
声
で
「
は
い
」
と
明
瞭
な
応
答
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
こ
ち
ら
の
所
属
と
名
を
名
乗
っ
た
上
で
、
住
人
の
氏
名
と
在
宅
の
確
認
を
試
み
た
が
、
返
答
は
「
今
は
、

無
理
で
す
」
の
み
で
あ
り
、
直
接
の
面
会
・
応
答
を
拒
否
さ
れ
た
。

４
．
管
理
会
社
へ
の
契
約
者
情
報
確
認

管
理
会
社
に
対
し
３
０
２
号
室
の
契
約
者
情
報
の
照
会
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
通
り
の
回
答
を
得
た
。

・
契
約
者
の
氏
名
は
記
録
上
存
在
。

・
連
絡
先
電
話
番
号
は
、
既
に
解
約
済
み
で
連
絡
不
能
。

・�

緊
急
連
絡
先
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
人
物
の
情
報
も
無
効
化
さ
れ
て
お
り
、
現
時
点
で
連
絡
が
取
れ
な
い

状
態
。

『
考
察
及
び
問
題
点
』
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・
３
０
２
号
室
は
、
住
人
の
日
常
的
な
外
出
や
他
の
住
民
と
の
交
流
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

・�

表
札
の
空
欄
、
面
会
の
拒
否
、
連
絡
先
の
無
効
化
な
ど
か
ら
、
住
人
は
積
極
的
に
外
部
と
の
接
触
を
避
け
、
孤

立
状
態
に
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

・
住
人
の
緊
急
時
対
応
や
生
活
状
況
の
把
握
が
困
難
で
あ
り
、
防
犯
・
防
災
面
で
の
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
る
。

・
管
理
会
社
側
も
、
住
人
と
の
連
絡
手
段
を
確
保
で
き
て
お
ら
ず
、
管
理
体
制
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
。

『
今
後
の
対
応
』

１
．�

３
０
２
号
室
住
人
へ
の
安
全
確
認
を
目
的
と
し
た
再
訪
問
の
実
施
。
可
能
な
場
合
、
福
祉
部
門
と
連
携
し
生

活
状
況
の
把
握
を
試
み
る
。

２
．
管
理
会
社
へ
３
０
２
号
室
の
立
ち
入
り
調
査
を
依
頼
し
、
室
内
の
現
状
把
握
を
目
指
す
。

３
．
他
住
民
へ
の
再
聞
き
取
り
調
査
で
、
３
０
２
号
室
住
人
の
生
活
リ
ズ
ム
や
行
動
パ
タ
ー
ン
の
追
加
情
報
収
集
。

４
．�

桜
見
荘
全
体
の
防
犯
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
に
向
け
た
施
策
の
検
討
。
孤
立
住
民
へ
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
含
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

以
上

【
令
和
６
年
度 

伊
佐
鷺
裏
市
役
所 

防
犯
推
進
課 

調
査
報
告
書 

Ｎ
ｏ
．
Ｂ
０
６
４
‒
０
０
３
】

作
成
日　

２
０
２
４
年
10
月
７
日

作
成
者　

伊
佐
鷺
裏
市
役
所 

防
犯
推
進
課 

主
任 

相
田
幸
男

『
件
名
』

３
０
２
号
室
に
お
け
る
住
民
票
空
白
問
題
に
つ
い
て

『
調
査
目
的
』

３
０
２
号
室
に
関
す
る
住
民
基
本
台
帳
の
登
録
状
況
を
把
握
し
、
住
民
登
録
の
実
態
に
つ
い
て
の
検
証
を
目
的
と

す
る
。
地
域
の
住
民
管
理
体
制
の
適
正
化
な
ら
び
に
、
安
全
対
策
に
資
す
る
資
料
と
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

『
調
査
対
象
』

３
０
２
号
室
に
対
す
る
住
民
記
録

『
調
査
方
法
』

１
．
市
役
所
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
、
３
０
２
号
室
の
現
在
と
過
去
の
住
民
登
録
状
況
の
確
認
。

２
．
建
物
登
記
簿
の
閲
覧
、
当
該
物
件
を
管
理
す
る
管
理
会
社
よ
り
契
約
者
情
報
の
確
認
。

３
．
台
帳
担
当
職
員
へ
住
民
票
削
除
履
歴
及
び
過
去
の
登
録
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
。
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『
調
査
結
果
』

１
．
住
民
基
本
台
帳
の
現
況

令
和
６
年
10
月
現
在
、
３
０
２
号
室
に
関
し
て
は
住
民
基
本
台
帳
に
一
切
の
住
民
登
録
記
録
が
存
在
し
な
い
。

履
歴
検
索
の
結
果
、
当
該
住
所
の
住
民
票
は
一
時
期
存
在
し
て
い
た
も
の
の
、
台
帳
か
ら
完
全
に
削
除
さ
れ
て
い

る
状
態
で
あ
っ
た
。

２
．
建
物
登
記
と
契
約
情
報
の
整
合
性

建
物
登
記
情
報
に
お
い
て
は
、
３
０
２
号
室
の
存
在
は
明
確
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
物
理
的
に
部
屋
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

加
え
て
、
管
理
会
社
よ
り
提
供
さ
れ
た
賃
貸
契
約
書
の
写
し
に
は
、
同
室
に
関
し
て
契
約
者
の
氏
名
、
ま
た
契
約

期
間
等
の
詳
細
が
明
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
契
約
自
体
は
有
効
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

３
．
台
帳
担
当
職
員
の
証
言

当
該
住
所
は
過
去
に
登
録
は
あ
り
ま
し
た
が
、
約
10
年
前
、
具
体
的
に
は
平
成
26
年
４
月
に
デ
ー
タ
が
削
除
さ
れ

て
お
り
、
現
在
は
空
白
と
な
っ
て
い
ま
す
。

通
常
、
こ
う
し
た
削
除
に
は
法
的
な
手
続
き
や
理
由
が
必
要
な
の
で
す
が
、
当
時
の
記
録
で
は
明
示
さ
れ
て
お
ら

ず
不
明
で
す
。

４
．
実
際
の
居
住
状
況

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
人
の
許
可
を
得
て
集
合
ポ
ス
ト
内
部
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
物
が
発
見
さ
れ
た
。

・
鍵

・
光
熱
費
請
求
書
数
通
（
複
数
会
社
発
行
）

・
広
告
チ
ラ
シ
多
数

・
封
書
数
通
（
個
人
名
宛
含
む
）

（
郵
便
物
の
宛
先
は
す
べ
て
３
０
２
号
室
の
住
所
と
な
っ
て
お
り
、
消
印
は
９
月
中
旬
～
下
旬
の
日
付
あ
り
）

『
考
察
及
び
問
題
点
』

・�

３
０
２
号
室
の
住
民
票
が
存
在
し
な
い
状
態
は
、
行
政
上
の
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
住
民
の
権
利
保
護
や
社
会

保
障
の
観
点
か
ら
も
看
過
で
き
な
い
。

・�

住
民
票
が
登
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
緊
急
時
の
対
応
に
支
障
が
出
る
可
能
性
が

高
い
。

・
過
去
の
住
民
票
削
除
の
経
緯
や
手
続
き
が
不
透
明
な
た
め
、
関
連
記
録
の
更
な
る
精
査
が
求
め
ら
れ
る
。

・
３
０
２
号
室
の
住
民
の
実
態
把
握
が
困
難
な
現
状
は
、
防
犯
面
に
お
い
て
も
リ
ス
ク
要
因
と
な
り
う
る
。

『
今
後
の
対
応
』
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１
．�

住
民
基
本
台
帳
担
当
部
署
と
の
連
携
を
強
化
し
、
過
去
の
削
除
記
録
や
関
連
文
書
の
詳
細
な
調
査
を
依
頼

す
る
。

２
．�

建
物
管
理
会
社
な
ら
び
に
関
係
者
に
対
す
る
追
加
の
聴
取
を
実
施
し
、
契
約
状
況
や
住
民
の
動
向
に
つ
い
て

情
報
収
集
を
進
め
る
。

３
．�
削
除
さ
れ
た
理
由
、
ま
た
、
登
記
状
況
や
関
連
性
を
確
認
す
る
た
め
、
法
務
局
等
、
関
連
行
政
機
関
へ
問
い

合
わ
せ
、
住
所
登
録
の
法
的
背
景
と
問
題
点
の
把
握
に
努
め
る
。

４
．�

集
合
ポ
ス
ト
に
て
発
見
さ
れ
た
、
郵
便
物
や
鍵
に
つ
い
て
の
詳
細
を
確
認
し
、
す
べ
て
３
０
２
号
室
に
関
係

す
る
物
か
ど
う
か
調
査
す
る
。

５
．�

必
要
に
応
じ
て
、
住
民
票
不
備
に
よ
る
行
政
手
続
き
の
是
正
措
置
を
検
討
し
、
地
域
安
全
確
保
の
た
め
の
具

体
策
を
提
案
す
る
。

以
上

【
令
和
６
年
度 

伊
佐
鷺
裏
市
役
所 

防
犯
推
進
課 

調
査
報
告
書 

Ｎ
ｏ
．
Ｂ
０
６
４
‒
０
０
４
】

作
成
日　

２
０
２
４
年
10
月
９
日

作
成
者　

伊
佐
鷺
裏
市
役
所 

防
犯
推
進
課 

臨
時
職
員 

木き

村む
ら

直な
お

昭あ
き

『
件
名
』

３
０
２
号
室
の
間
取
り
不
整
合
に
つ
い
て

『
調
査
目
的
』

管
理
会
社
よ
り
受
領
し
た
「
桜
見
荘
」
各
部
屋
の
間
取
り
図
の
精
査
を
お
こ
な
い
、
３
０
２
号
室
に
関
す
る
設
計

上
の
異
常
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
物
件
の
実
態
把
握
や
住
民
孤
立
の
背
景
解
明
に
資
す
る
資
料
と
す
る
。

『
調
査
対
象
』

３
０
２
号
室
の
間
取
り
と
実
際
の
住
居

『
調
査
方
法
』

１
．
管
理
会
社
提
供
の
、
間
取
り
図
面
の
詳
細
比
較
分
析
。

２
．
他
室
と
の
間
取
り
仕
様
の
相
違
点
及
び
設
計
士
署
名
の
筆
跡
比
較
。
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３
．
臨
時
職
員
木
村
直
昭
及
び
補
助
と
し
て
鈴す
ず

木き

葵あ
お
いに
よ
る
現
地
訪
問
で
の
聴
取
。

『
調
査
結
果
』

１
．
間
取
り
の
相
違
点

全
12
戸
中
、
３
０
２
号
室
だ
け
が
「
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
＋
納
戸
」
と
い
う
表
記
で
、
他
の
部
屋
（
す
べ
て
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
と

異
な
る
仕
様
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。

３
０
２
号
室
単
体
、
も
し
く
は
３
０
２
号
室
を
除
く
11
戸
に
て
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
績
な
し
。

他
の
部
屋
と
同
じ
よ
う
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
共
有
廊
下
部
分
に
向
か
っ
て
窓
は
設
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
内
側

か
ら
塞
が
れ
て
お
り
、
中
の
様
子
は
確
認
で
き
な
い
。
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２
．
納
戸
の
詳
細

納
戸
部
分
は
間
取
り
図
面
上
、
約
６
畳
の
広
さ
を
持
ち
、
一
般
的
な
収
納
ス
ペ
ー
ス
の
概
念
を
超
え
る
面
積
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
３
０
２
号
室
に
は
窓
の
記
載
が
一
切
な
く
、
採
光
や
換
気
の
観
点
で
異
常
な
設
計
と
な
っ
て
い
る
。

ベ
ラ
ン
ダ
が
あ
る
た
め
、「
窓
が
あ
る
」
と
認
識
し
て
い
た
外
観
は
、
複
数
の
目
で
再
確
認
が
必
要
。

３
．
設
計
士
署
名
の
異
同

間
取
り
図
の
署
名
欄
に
お
い
て
、
３
０
２
号
室
の
み
、
他
の
部
屋
と
は
異
な
る
筆
跡
に
よ
る
署
名
が
な
さ
れ
て
お

り
、
設
計
士
の
違
い
ま
た
は
改
訂
が
疑
わ
れ
る
。

４
．
臨
時
職
員 

秋
山
忍
の
証
言

間
取
り
図
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
納
戸
に
は
ド
ア
が
存
在
せ
ず
、
壁
だ
け
で
仕
切
ら
れ
て
い
る
状
態
で
し
た
。

そ
の
時
は
、
日
当
た
り
を
無
視
し
た
設
計
で
す
し
、
納
戸
が
単
な
る
収
納
ス
ペ
ー
ス
に
し
て
は
広
す
ぎ
て
不
自
然

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

10
月
２
日
に
訪
問
し
た
際
、
ド
ア
の
向
こ
う
か
ら
女
性
の
声
が
聞
こ
え
た
の
は
確
か
で
す
。

『
考
察
及
び
問
題
点
』

・�

３
０
２
号
室
の
間
取
り
は
建
物
設
計
上
の
異
常
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
居
住
空
間
と
し
て
の
実
態
が
通
常
の

賃
貸
住
宅
と
乖
離
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

・�

納
戸
の
大
き
さ
に
対
し
て
窓
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
居
住
環
境
と
し
て
問
題
が
あ
り
、
住
民
の
健
康
や
安
全

に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。

・�

設
計
士
署
名
の
異
同
は
、
改
築
の
履
歴
が
隠
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
建
築
確
認
申
請
書
類
の
追
加

調
査
を
推
奨
す
る
。

『
今
後
の
対
応
』

１
．
建
築
確
認
と
改
築
履
歴
の
詳
細
確
認
を
、
管
理
会
社
と
行
政
機
関
に
申
請
。

２
．
３
０
２
号
室
内
の
現
地
調
査
を
よ
り
詳
細
に
実
施
し
、
居
住
実
態
と
納
戸
の
用
途
の
解
明
を
図
る
。

３
．
間
取
り
の
異
常
を
踏
ま
え
、
防
犯
推
進
課
と
し
て
安
全
面
の
リ
ス
ク
評
価
を
実
施
。

４
．�

住
人
ら
し
き
人
物
か
ら
の
返
答
が
、
調
査
初
日
に
あ
っ
た
も
の
の
、
中
へ
入
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
お
ら
ず
、

こ
ち
ら
か
ら
開
け
る
手
段
も
現
状
な
い
に
等
し
い
（
事
件
性
も
な
く
、
存
在
確
認
も
で
き
て
い
る
た
め
）。

以
上



23 22桜見荘３０２号室に関する怪異報告

【
令
和
６
年
度 

伊
佐
鷺
裏
市
役
所 

防
犯
推
進
課 

調
査
報
告
書 

Ｎ
ｏ
．
Ｂ
０
６
４
‒
０
０
５
】

作
成
日　

２
０
２
４
年
10
月
11
日

作
成
者　

伊
佐
鷺
裏
市
役
所 

防
犯
推
進
課 

主
任 

相
田
幸
男

『
件
名
』

３
０
２
号
室
訪
問
時
の
証
言
不
一
致
及
び
音
声
記
録
解
析
に
つ
い
て

『
調
査
目
的
』

本
報
告
は
、
２
０
２
４
年
10
月
２
日
に
実
施
し
た
、
３
０
２
号
室
現
地
訪
問
時
の
担
当
者
証
言
に
お
け
る
、
食
い

違
い
の
調
査
と
音
声
記
録
の
分
析
結
果
を
ま
と
め
、
事
実
関
係
の
整
理
な
ら
び
に
調
査
の
方
向
性
の
検
討
を
目
的
と

す
る
。

『
調
査
概
要
』

訪
問
時
の
臨
時
職
員 

秋
山
忍
（
以
降
、
秋
山
）
は
、
３
０
２
号
室
の
ド
ア
越
し
に
女
性
の
声
で
明
確
に
「
は
い
」

「
今
は
無
理
で
す
」
と
返
答
が
あ
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
同
日
に
同
行
し
た
臨
時
職
員
木
村
直
昭
（
以
降
、
木
村
）
は
そ
の
声
を
確
認
で
き
な
か
っ

た
と
し
て
、
無
人
と
判
断
し
た
と
証
言
し
た
。

現
場
で
は
秋
山
の
意
見
が
優
先
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
の
木
村
は
、
秋
山
の
反
応
が
異
様
に
映
っ
た
と
い
う
。

こ
の
証
言
の
不
一
致
を
受
け
、
現
地
で
収
録
さ
れ
た
音
声
記
録
デ
バ
イ
ス
の
解
析
を
、
音
声
技
術
担
当
へ
依
頼

し
た
。

『
証
言
内
容
』

秋
山
と
木
村
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
回
答
を
得
ら
れ
た
。

・�

臨
時
職
員 

秋
山
証
言　

確
か
に
女
性
の
声
が
は
っ
き
り
と
『
は
い
』『
今
は
無
理
で
す
』
と
聞
こ
え
ま
し
た
。

そ
の
聞
こ
え
方
か
ら
、
ド
ア
の
向
こ
う
に
人
が
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
私
と
同
じ
女
性
で
す
が
、
私
は
聞
い
た
こ

と
の
な
い
声
で
し
た
。

そ
の
場
に
い
た
、
誰
と
も
違
う
と
思
い
ま
す
。

・�

臨
時
職
員
木
村
証
言

私
は
声
を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
ず
、
室
内
は
無
人
だ
と
判
断
し
ま
し
た
。
現
場
は
静
か
で
、
応
答
は
な
か
っ
た

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

秋
山
さ
ん
が
『
は
い
』
と
答
え
た
記
憶
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
そ
の
後
の
『
今
は
…
…
』
の
発
言
も
記
憶
に
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
確
か
に
、
自
分
た
ち
以
外
の
、
他
の
職
員
が
同
じ
言
葉
を
発
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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『
音
声
記
録
分
析
結
果
』

音
声
技
術
担
当
に
よ
る
解
析
で
は
、
録
音
さ
れ
た
波
形
に
、
断
片
的
な
女
性
ら
し
き
音
声
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
音
声
は
、
通
常
の
声
音
と
は
異
な
る
異
常
な
圧
縮
か
つ
歪
み
が
か
か
っ
て
お
り
、
解
析
が
極
め
て

困
難
な
状
態
で
あ
っ
た
。

音
声
技
術
担
当　

田た

中な
か

一は
じ
めの
見
解　

「
録
音
さ
れ
た
音
声
は
人
工
的
な
ノ
イ
ズ
や
変
調
が
加
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
音
声
を
聞
い
て
、
人
の
声
で
は
っ
き
り

返
事
を
し
た
、
と
判
断
す
る
の
は
、
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
実
際
に
、
調
査
員
の
方
が
聞
い
た
音
声
が
、
録
音
さ

れ
た
も
の
と
判
断
す
る
の
は
、
難
し
い
状
況
で
す
。
女
性
的
な
声
に
聞
こ
え
ま
す
が
、
実
際
に
女
性
か
ど
う
か
の
判

断
は
こ
れ
だ
け
で
は
不
可
能
で
す
。
つ
ま
り
、
実
際
の
音
声
と
録
音
の
音
声
が
、
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
と
い
う
判

断
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
音
声
の
内
容
把
握
も
、
現
状
で
き
ま
せ
ん
。
住
人
が
女
性
と
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
う
認

知
し
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
」

『
考
察
及
び
問
題
点
』

・�

証
言
の
食
い
違
い
は
、
現
場
の
環
境
音
や
心
理
的
要
因
に
よ
る
聴
覚
認
識
の
差
異
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。

・�

音
声
の
異
常
圧
縮
や
人
工
的
な
歪
み
は
、
録
音
機
器
の
不
具
合
や
意
図
的
な
妨
害
の
可
能
性
も
含
め
、
今
後
の

技
術
的
調
査
が
必
要
と
さ
れ
る
。

・�

３
０
２
号
室
内
部
の
状
況
把
握
の
困
難
さ
を
象
徴
す
る
一
例
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
現
地
調
査
や
監
視
カ
メ
ラ
設

置
等
の
検
討
が
望
ま
し
い
。

・�

声
の
主
が
女
性
か
つ
住
民
で
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
ず
、
し
か
し
、
機
材
の
不
具
合
や
全
く
関
係
な
い
音

を
拾
っ
た
可
能
性
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
。

『
今
後
の
対
応
』

１
．
音
声
記
録
の
さ
ら
な
る
高
精
度
解
析
を
専
門
機
関
へ
依
頼
す
る
。

２
．
３
０
２
号
室
へ
の
再
訪
問
時
に
複
数
の
録
音
機
器
を
用
い
て
異
常
の
再
現
確
認
を
お
こ
な
う
。

３
．
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
含
め
た
監
視
強
化
策
の
検
討
。

一
部
、
項
目
を
変
更
し
て
記
入
。

以
上
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【
令
和
６
年
度 

伊
佐
鷺
裏
市
役
所 

防
犯
推
進
課 

調
査
報
告
書 

Ｎ
ｏ
．
Ｂ
０
６
４
‒
０
０
６
】

作
成
日　

２
０
２
４
年
10
月
13
日

作
成
者　

伊
佐
鷺
裏
市
役
所 

防
犯
推
進
課 

主
任 

相
田
幸
男

『
件
名
』

３
０
２
号
室
に
お
け
る
夜
間
の
光
漏
れ
現
象
の
実
態
調
査

『
調
査
目
的
』

３
０
２
号
室
に
関
し
て
複
数
の
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
窓
の
な
い
は
ず
の
３
０
２
号
室
か
ら
、
光
が
漏
れ
て
い

る
」
と
の
証
言
を
受
け
、
光
漏
れ
の
事
実
確
認
及
び
３
０
２
号
室
の
構
造
の
現
状
把
握
を
目
的
と
す
る
。

ま
た
、
本
現
象
が
安
全
面
及
び
住
民
生
活
に
与
え
る
影
響
を
評
価
し
、
今
後
の
対
策
の
策
定
に
資
す
る
た
め
の
基

礎
資
料
と
す
る
。

『
調
査
対
象
』

桜
見
荘
住
人

『
調
査
方
法
』

１
．
聞
き
取
り
調
査　

対
象
住
民
は
、
同
建
物
３
０
１
号
室
居
住
の
中な
か

村む
ら

喜よ
し

朗ろ
う

氏
（
以
降
、
中
村
氏
）。
２
０
２
４
年
10
月
12
日
に
個
別 

取
を
実
施
し
、
夜
間
の
光
漏
れ
の
観
察
内
容
に
つ
い
て
詳
細
な
証
言
を
得
た
。

２
．
現
地
調
査

２
０
２
４
年
10
月
12
日
、
管
理
会
社
担
当
者
立
会
い
の
も
と
、
防
犯
推
進
課
職
員
が
３
０
２
号
室
の
北
側
外
壁
の

外
観
調
査
を
実
施
。
建
築
図
面
と
の
照
合
と
目
視
検
査
を
お
こ
な
っ
た
。

３
．
建
材
及
び
施
工
履
歴
の
照
会

管
理
会
社
に
対
し
、
当
該
外
壁
部
分
の
交
換
履
歴
と
施
工
理
由
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
記
録
が
提
出

さ
れ
た
。

『
調
査
結
果
』

１
．
聞
き
取
り
調
査
結
果

中
村
氏
は
「
午
前
２
時
頃
、
複
数
回
３
０
２
号
室
の
窓
か
ら
強
い
光
が
漏
れ
て
い
る
の
を
目
撃
し
た
」
と
証
言
。

３
０
２
号
室
に
は
誰
も
住
ん
で
い
な
い
の
で
は
、
と
中
村
氏
は
考
え
て
お
り
、
光
の
発
生
源
に
対
し
て
、
疑
念
を

抱
い
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。

２
．
現
地
調
査
結
果
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３
０
２
号
室
の
北
側
外
壁
に
窓
や
換
気
口
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
目
視
で
確
認
。

再
度
、
建
築
図
面
と
照
合
し
た
結
果
、
外
壁
に
本
来
あ
る
は
ず
の
窓
が
存
在
し
な
い
こ
と
と
一
致
し
た
。

外
壁
材
の
一
部
に
新
し
い
交
換
跡
が
あ
り
、
交
換
範
囲
は
約
４
平
方
メ
ー
ト
ル
程
度
が
２
箇
所
で
あ
っ
た
。

３
．
建
材
及
び
施
工
履
歴
調
査
結
果

管
理
会
社
か
ら
の
資
料
に
よ
る
と
、
当
該
外
壁
部
分
は
直
近
一
年
以
内
に
交
換
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
し

か
し
、
詳
細
な
施
工
日
と
交
換
理
由
に
つ
い
て
は
、
記
録
が
不
十
分
で
あ
り
、
特
定
は
困
難
で
あ
っ
た
。

『
考
察
及
び
問
題
点
』

３
０
２
号
室
に
お
け
る
「
窓
の
な
い
部
屋
か
ら
の
光
漏
れ
」
現
象
は
、
建
築
図
面
と
整
合
し
な
い
異
常
事
象
で
あ

る
。
間
取
り
を
正
と
し
た
場
合
、
光
の
発
生
源
は
、
通
常
の
建
築
構
造
上
考
え
ら
れ
な
い
箇
所
で
あ
る
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。
光
漏
れ
の
原
因
と
し
て
は
、
隠
蔽
さ
れ
た
開
口
部
や
未
記
録
の
設
備
の
存
在
、
あ
る
い
は
光
の
反
射
・

屈
折
な
ど
物
理
的
現
象
の
誤
認
な
ど
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

『
今
後
の
対
応
』

１
．�

専
門
機
器
を
用
い
た
非
破
壊
検
査
（
赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
カ
メ
ラ
、
内
視
鏡
検
査
等
）
を
実
施
し
、
光

漏
れ
の
発
生
原
因
を
科
学
的
に
解
明
す
る
。

２
．
管
理
会
社
に
対
し
、
施
工
履
歴
及
び
不
明
点
の
説
明
を
再
度
強
く
要
請
す
る
。

３
．�

近
隣
住
民
か
ら
の
追
加
の
証
言
を
収
集
し
、
光
漏
れ
の
時
間
帯
・
頻
度
の
デ
ー
タ
収
集
と
映
像
記
録
の
取
得

を
検
討
す
る
。

４
．�

必
要
に
応
じ
て
建
築
士
、
電
気
設
備
技
師
等
の
専
門
家
に
よ
る
合
同
調
査
態
勢
の
構
築
を
検
討
し
、
原
因
究

明
と
安
全
対
策
の
実
施
に
備
え
る
。

『
備
考
』

当
初
「
窓
が
あ
る
」
と
認
識
し
て
い
た
の
は
、
窓
は
存
在
し
て
い
る
と
い
う
思
い
込
み
か
ら
来
た
可
能
性
が
あ
る
。

作
成
日
で
あ
る
10
月
13
日
も
複
数
人
で
確
認
し
、
窓
が
な
い
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
。

以
上
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【
令
和
６
年
度 

伊
佐
鷺
裏
市
役
所 

防
犯
推
進
課 

調
査
報
告
書 

Ｎ
ｏ
．
Ｂ
０
６
４
‒
０
０
７
】

作
成
日　

２
０
２
４
年
10
月
15
日

作
成
者　

伊
佐
鷺
裏
市
役
所 

防
犯
推
進
課 

臨
時
職
員 

木
村
直
昭

『
件
名
』

３
０
２
号
室
の
過
去
入
居
者
記
録
と
死
亡
記
録
に
つ
い
て

『
調
査
目
的
』

管
理
会
社
倉
庫
に
て
発
見
さ
れ
た
新
築
当
初
で
あ
る
２
０
０
９
年
頃
の
入
居
者
名
簿
を
基
に
、
３
０
２
号
室
の
過

去
の
入
居
者
情
報
を
確
認
し
、
当
該
住
人
の
住
民
基
本
台
帳
記
録
な
ら
び
に
死
亡
記
録
と
の
照
合
を
お
こ
な
う
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

過
去
の
入
居
者
情
報
と
現
在
の
謎
に
関
連
性
が
あ
る
か
を
検
証
し
、
調
査
の
一
助
と
す
る
。

『
調
査
対
象
』

過
去
の
入
居
者
情
報
及
び
当
該
住
人
の
住
民
基
本
台
帳
記
録

『
調
査
方
法
』

１
．�

管
理
会
社
保
管
資
料
の
閲
覧　

‌２
０
０
９
年
頃
の
入
居
者
名
簿
を
管
理
会
社
倉
庫
に
て
閲
覧
、
３
０
２
号
室‌

の
入
居
者
氏
名
を
特
定
。

２
．
住
民
基
本
台
帳
の
検
索　

名
簿
記
載
の
氏
名
を
基
に
、
住
民
基
本
台
帳
及
び
死
亡
記
録
を
調
査
。

３
．
関
連
部
署
へ
の
確
認

死
亡
記
録
に
関
し
て
、
管
轄
保
健
所
及
び
警
察
当
局
に
問
い
合
わ
せ
、
事
故
報
告
書
等
の
有
無
を
確
認
。

『
調
査
結
果
』

１
．
管
理
会
社
記
録

２
０
０
９
年
頃
の
入
居
者
名
簿
に
て
、
現
３
０
２
号
室
（
旧
３
０
３
号
室
）
の
住
人
と
し
て
「
赤あ
か

津つ

好よ
し

（
当
時
48 

�

歳
、
女
性
）」
の
記
録
を
確
認
。

死
亡
地
住
所
が
現
在
の
３
０
２
号
室
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
３
０
２
号
室
が
存
在
せ
ず
、
最
上
階
の
部
屋
番

号
は
、
３
０
２
号
室
を
除
い
た
３
０
１
、３
０
３
、３
０
４
、３
０
５
号
室
だ
っ
た
。

２
．
住
民
基
本
台
帳
及
び
死
亡
記
録

「
赤
津
好
」
の
名
で
２
０
１
０
年
に
死
亡
記
録
が
存
在
。

死
因
は
「
火
災
に
よ
る
事
故
死
」
と
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
瞭
。
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３
．
関
連
部
署
か
ら
の
報
告

保
健
所
な
ら
び
に
警
察
の
事
故
報
告
書
調
査
に
て
、
死
亡
事
故
記
録
は
確
認
。

し
か
し
、
住
所
表
記
の
不
一
致
に
つ
い
て
は
説
明
が
な
く
、
記
録
上
の
誤
記
ま
た
は
物
理
的
な
住
所
変
更
が
疑
わ

れ
る
。

『
考
察
及
び
問
題
点
』

過
去
の
住
人
「
赤
津
好
」
の
死
亡
記
録
と
３
０
２
号
室
の
現
状
調
査
に
お
け
る
謎
が
重
な
る
点
に
注
目
す
べ
き
で

あ
る
。

死
亡
地
住
所
の
不
一
致
は
、
建
物
の
増
改
築
や
部
屋
番
号
変
更
が
過
去
に
お
こ
な
わ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る

が
、
当
該
時
期
の
建
築
記
録
と
管
理
会
社
の
資
料
で
は
、
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
死
亡
事
故
の
詳
細
に
不
明
な
点
が
多
く
、
事
故
の
背
景
や
、
関
係
者
の
証
言
な
ど
も
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
更
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

『
今
後
の
対
応
』

１
．
施
工
管
理
記
録
及
び
過
去
の
改
築
履
歴
を
精
査
し
、
部
屋
番
号
変
更
の
有
無
を
確
定
す
る
。

２
．�

当
該
死
亡
事
故
の
関
係
者
（
警
察
、
消
防
、
遺
族
等
）
へ
の
聴
取
を
試
み
、
詳
細
な
事
故
状
況
の
把
握
に
努

め
る
。

３
．
過
去
の
新
聞
記
事
や
、
地
域
報
告
書
等
の
文
献
調
査
に
よ
り
、
事
故
に
関
す
る
公
開
情
報
の
収
集
を
進
め
る
。

４
．�

引
き
続
き
、
３
０
２
号
室
に
関
す
る
全
般
的
な
調
査
を
継
続
し
、
関
連
性
の
あ
る
証
言
・
資
料
の
収
集
に
注

力
す
る
。

以
上
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【
令
和
６
年
度 

伊
佐
鷺
裏
市
役
所 

防
犯
推
進
課 

調
査
報
告
書 

Ｎ
ｏ
．
Ｂ
０
６
４
‒
追
補
01
】

作
成
日　

２
０
２
４
年
10
月
18
日

作
成
者　

伊
佐
鷺
裏
市
役
所 

防
犯
推
進
課 

主
任　

相
田
幸
男

『
旧
３
０
３
住
人
・
赤
津
好
の
息
子 

赤
津
千ち

春は
る

氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
録
音
記
録
』

調
査
日　

２
０
２
４
年
10
月
18
日

調
査
者　

伊
佐
鷺
裏
市
役
所 

防
犯
推
進
課 

主
任 

相
田
幸
男

被
調
査
者　

旧
３
０
３
住
人
・
赤
津
好
の
息
子 

赤
津
千
春
氏
（
男
性
、
23
歳
）

　
　
　
　
【
録
音
開
始
】

相
田
　
本
日
は
お
越
し
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　

�

い
き
な
り
と
な
り
ま
す
が
、
お
母
様
が
、
３
０
３
号
室
に
住
み
始
め
ら
れ
た
当
初
の
様
子
か
ら
、
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
か
？

赤
津
　�（
少
し
息
を
吐
き
、
ゆ
っ
く
り
と
）
え
え
、
家
族
４
人
普
通
の
生
活
で
し
た
。
母
は
明
る
く
て
、
よ
く
近

所
の
方
と
も
話
し
て
い
ま
し
た
。

相
田
　
そ
れ
は
、
桜
見
荘
の
ご
近
所
、
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

赤
津
　
は
い
。
同
じ
桜
見
荘
の
人
や
、
ス
ー
パ
ー
と
か
で
会
う
、
近
所
に
住
む
方
た
ち
で
す
ね
。

相
田
　
な
る
ほ
ど
、
社
交
的
な
お
母
様
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

赤
津
　�

は
は
っ
、
そ
う
で
す
ね
。
で
も
、
桜
見
荘
に
引
っ
越
し
て
か
ら
数
ヶ
月
す
る
と
、
だ
ん
だ
ん
と
様
子
が
変

わ
っ
て
き
た
ん
で
す
…
…

相
田
　
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
？

赤
津
　
夜
に
な
る
と
、
誰
も
い
な
い
は
ず
の
部
屋
の
中
か
ら
、
声
が
聞
こ
え
る
と
言
い
始
め
ま
し
た
。

相
田
　
声
、
で
す
か
？

赤
津
　
声
で
す
。

相
田
　
そ
れ
は
ま
た
、
な
ん
と
い
う
か
。

赤
津
　
お
か
し
い
で
し
ょ
う
？　

だ
か
ら
、
最
初
は
『
気
の
せ
い
だ
よ
』
と
、
私
た
ち
家
族
も
慰
め
て
い
ま
し
た
。

相
田
　
隣
の
部
屋
や
、
階
段
付
近
の
声
っ
て
、
意
外
と
聞
こ
え
る
と
き
あ
り
ま
す
し
ね
。

赤
津
　�

そ
う
思
い
ま
す
よ
ね
？　

で
も
、
母
は
『
誰
か
が
話
し
か
け
て
く
る
の
。
ハ
ッ
キ
リ
と
聞
こ
え
る
の
』
と
、

何
度
も
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

相
田
　（
沈
黙
）

赤
津
　
母
は
…
…
母
は
、
す
ご
く
怖
が
っ
て
い
た
ん
で
す
。

相
田
　
そ
の
声
は
、
具
体
的
に
ど
ん
な
内
容
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
か
？
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赤
津
　�（
目
を
伏
せ
、
声
を
震
わ
せ
て
）『
帰
れ
』『
助
け
て
』『
こ
こ
か
ら
出
し
て
』
…
…
そ
う
い
う
言
葉
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。

相
田
　
ま
る
で
、
悲
痛
な
叫
び
で
す
ね
。

赤
津
　
母
は
誰
も
い
な
い
の
に
返
事
を
し
た
り
話
し
か
け
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

相
田
　
赤
津
さ
ん
自
身
に
、
そ
の
声
は
聞
こ
え
ま
し
た
か
？

赤
津
　
い
い
え
。
で
も
母
は
『
無
視
で
き
な
い
』
っ
て
、
い
つ
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。

相
田
　
そ
の
頃
、
お
母
様
の
生
活
に
、
何
か
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

赤
津
　
外
に
出
る
こ
と
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
、
家
に
引
き
こ
も
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

相
田
　
社
交
的
な
イ
メ
ー
ジ
な
の
に
、
気
に
な
り
ま
す
ね
。

赤
津
　�

情
緒
不
安
定
っ
て
言
う
ん
で
す
か
？　

夜
中
に
突
然
泣
き
出
す
こ
と
も
あ
っ
て
、
家
族
は
み
ん
な
心
配
し

て
い
ま
し
た
。

相
田
　
そ
れ
は
、
心
配
に
も
な
り
ま
す
ね
。

赤
津
　
そ
こ
か
ら
目
に
見
え
て
、
話
す
言
葉
も
少
な
く
な
り
、
目
も
虚
ろ
に
な
っ
て
い
っ
た
気
が
し
ま
す
。

相
田
　
お
母
様
が
引
っ
越
し
を
決
め
ら
れ
た
時
の
こ
と
を
、
覚
え
て
い
ま
す
か
？

赤
津
　�（
し
ば
ら
く
沈
黙
し
、
絞
り
出
す
よ
う
に
）
急
に
『
も
う
こ
こ
に
は
い
ら
れ
な
い
』
と
言
い
出
し
ま
し
た
。

理
由
は
は
っ
き
り
と
は
言
わ
な
か
っ
た
け
ど
、
怖
く
て
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
（
少
し
沈
黙
し
て
）
そ
れ
か
ら
、
す
ぐ
に
火
災
の
事
故
が
。

相
田
　
…
…
お
察
し
し
ま
す
。

赤
津
　
当
時
よ
り
、
私
も
大
人
に
な
り
ま
し
た
か
ら
。
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
、
思
い
出
す
と
辛
い
で
す
ね
。

相
田
　
お
辛
い
の
に
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

赤
津
　
い
え
い
え
。
意
外
と
整
理
に
な
る
の
で
、
た
ま
に
話
す
の
は
良
い
な
と
、
自
分
で
思
っ
て
い
ま
す
。

相
田
　（
ほ
っ
と
し
た
よ
う
に
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
（
沈
黙
）

相
田
　�

お
母
様
が
聞
い
た
と
い
う
声
や
、
奇
妙
な
出
来
事
に
つ
い
て
、
他
に
何
か
覚
え
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

赤
津
　�（
少
し
顔
を
こ
わ
ば
ら
せ
な
が
ら
）
あ
る
夜
、
家
の
前
で
、
誰
か
が
囁
く
よ
う
な
声
が
聞
こ
え
た
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

相
田
　
誰
か
い
た
？

赤
津
　�

わ
か
り
ま
せ
ん
。
母
は
『
そ
れ
は
私
の
幻
聴
だ
か
ら
気
に
し
な
い
で
』
と
言
い
ま
し
た
が
、
私
は
違
う
と

思
い
ま
し
た
。
だ
っ
て
、
初
め
て
私
に
も
聞
こ
え
た
ん
で
す
か
ら
。
本
当
に
誰
か
が
い
る
よ
う
で
、
背
筋

が
凍
る
思
い
で
し
た
。

相
田
　�

家
族
４
人
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
他
の
方
は
？　

桜
見
荘
に
入
居
し
て
か
ら
、
何
か
変
わ
っ
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た
様
子
や
、
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

赤
津
　�

あ
ぁ
、
父
と
妹
で
す
ね
。

　
　
　

�

父
は
持
病
が
悪
化
し
て
入
院
し
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
退
院
し
ま
し
た
。
妹
は
当
時
、
口
数
が
少
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
引
っ
越
す
ま
で
は
よ
く
喋
る
子
だ
っ
た
の
に
。
そ
れ
く
ら
い
で
す
ね
。

相
田
　
家
の
話
を
さ
れ
た
り
は
し
ま
し
た
か
？

赤
津
　�

う
ー
ん
。
雰
囲
気
的
に
、
あ
ま
り
触
れ
て
は
い
け
な
い
感
じ
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
子
ど
も
な
が
ら
に
気
に

し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
母
以
外
と
は
、
そ
の
話
は
し
て
い
な
い
で
す
。

相
田
　
今
も
話
は
し
な
い
？

赤
津
　
し
ま
せ
ん
ね
。
自
分
自
身
、
久
し
ぶ
り
に
こ
の
話
を
し
ま
し
た
し
。

相
田
　�

本
日
は
、
お
時
間
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
母
様
の
ご
冥
福
を
、
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

赤
津
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
【
録
音
終
了
】

『
調
査
官
所
見
』

赤
津
千
春
氏
の
証
言
は
、
赤
津
好
氏
が
３
０
３
号
室
に
住
む
う
ち
に
次
第
に
精
神
的
に
不
安
定
と
な
り
、
謎
め
い

た
声
に
苦
し
ん
で
い
た
こ
と
を
詳
細
に
示
し
て
い
る
。

夜
中
の
不
可
解
な
声
の
存
在
は
、
現
在
の
３
０
２
号
室
に
何
ら
か
の
異
常
が
存
在
し
て
い
る
可
能
性
を
強
く
裏
付

け
て
い
る
。

以
上
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【
令
和
６
年
度 

伊
佐
鷺
裏
市
役
所 

防
犯
推
進
課 

調
査
報
告
書 

Ｎ
ｏ
．
Ｂ
０
６
４
‒
０
０
８
】

作
成
日　

２
０
２
４
年
10
月
19
日

作
成
者　

伊
佐
鷺
裏
市
役
所 

防
犯
推
進
課 

臨
時
職
員 

木
村
直
昭

『
件
名
』

３
０
２
号
室
ド
ア
裏
と
納
戸
内
調
査
報
告

『
調
査
目
的
』

当
該
室
内
の
異
常
現
象
の
有
無
、
な
ら
び
に
壁
面
の
温
度
分
布
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

加
え
て
、
解
錠
が
可
能
な
場
合
に
限
り
、
ド
ア
の
隙
間
か
ら
の
監
視
映
像
を
解
析
し
、
異
常
な
現
象
が
発
生
す
る

か
検
証
す
る
。

『
調
査
対
象
』

３
０
２
号
室
納
戸

『
調
査
方
法
』

１
．�

管
理
会
社
か
ら
の
許
可
取
得
後
、
３
０
２
号
室
納
戸
か
ら
直
線
位
置
、
玄
関
ド
ア
外
側
に
特
殊
カ
メ
ラ
を

設
置
。

２
．�

設
置
後
、
臨
時
職
員 

秋
山
忍
（
以
降
、
秋
山
）
に
よ
る
玄
関
ド
ア
へ
の
ノ
ッ
ク
を
実
施
し
、
内
部
か
ら
の

反
応
及
び
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
測
。

３
．�

外
廊
下
に
設
置
さ
れ
て
い
る
、
監
視
カ
メ
ラ
映
像
と
特
殊
カ
メ
ラ
映
像
を
、
調
査
期
間
中
及
び
ノ
ッ
ク
実
施

の
直
前
、
直
後
に
遡
り
確
認
。

４
．
映
像
の
拡
大
解
析
・
温
度
分
布
デ
ー
タ
の
分
析
を
、
専
門
部
署
と
連
携
し
実
施
。

『
調
査
結
果
』

１
．
特
殊
カ
メ
ラ
に
よ
る
温
度
分
布
検
出

納
戸
壁
面
の
一
部
に
高
温
域
が
検
出
さ
れ
た
。

当
該
箇
所
の
温
度
は
周
囲
よ
り
約
５
度
高
い
値
を
示
し
て
い
る
。

異
常
熱
源
の
特
定
に
は
至
ら
ず
、
継
続
的
な
監
視
が
必
要
。

２
．
ノ
ッ
ク
音
の
反
響
タ
イ
ミ
ン
グ

秋
山
の
ノ
ッ
ク
に
対
し
て
、
跳
ね
返
っ
て
き
た
反
響
音
は
、
約
0.5
秒
後
と
い
う
速
さ
で
、
自
然
な
反
響
音
と
し
て

は
説
明
困
難
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
内
部
か
ら
意
図
的
に
応
答
し
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

な
お
、
声
に
よ
る
返
答
は
な
か
っ
た
。
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３
．
監
視
カ
メ
ラ
映
像
解
析

ノ
ッ
ク
実
施
直
前
、
３
０
２
号
室
の
ド
ア
隙
間
か
ら
『
何
か
』
が
覗
く
影
が
確
認
さ
れ
た
。

拡
大
解
析
の
結
果
、
そ
の
形
状
は
人
の
顔
に
類
似
す
る
が
、
目
の
位
置
が
通
常
の
顔
の
位
置
よ
り
も
著
し
く
高
く
、

不
自
然
な
配
置
で
あ
っ
た
。

影
の
正
体
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
解
析
結
果
を
基
に
、
人
間
以
外
の
可
能
性
を
考
慮
し
、
調
査
を
継
続
。

『
考
察
及
び
問
題
点
』

特
殊
カ
メ
ラ
の
映
像
で
の
異
常
温
度
分
布
は
、
機
械
装
置
な
ど
隠
れ
た
熱
源
の
存
在
を
示
唆
す
る
が
、
現
段
階
で

明
確
な
原
因
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。

ノ
ッ
ク
音
の
早
期
反
応
は
通
常
の
壁
反
響
で
は
あ
り
え
ず
、
内
部
か
ら
の
意
図
的
な
音
響
発
生
が
疑
わ
れ
る
。

監
視
カ
メ
ラ
に
映
っ
た
異
様
な
『
顔
状
の
影
』
は
、
当
該
住
居
の
異
常
性
を
さ
ら
に
裏
付
け
る
証
拠
と
考
え
ら
れ
、

調
査
の
重
要
性
を
高
め
て
い
る
。

『
今
後
の
対
応
』

１
．
特
殊
カ
メ
ラ
の
長
期
設
置
に
よ
る
、
継
続
観
察
と
解
析
。

２
．
温
度
異
常
箇
所
の
壁
面
物
理
検
査
（
解
体
含
む
）
を
検
討
。

３
．
ノ
ッ
ク
音
に
対
し
音
響
解
析
装
置
を
用
い
、
応
答
パ
タ
ー
ン
の
調
査
を
実
施
。

４
．
監
視
映
像
の
追
加
解
析
及
び
近
隣
監
視
カ
メ
ラ
映
像
の
収
集
を
進
め
影
の
正
体
究
明
に
努
め
る
。

５
．
関
係
部
署
及
び
専
門
家
に
よ
る
合
同
調
査
チ
ー
ム
の
設
置
を
検
討
。

な
お
、
今
回
は
解
錠
の
許
可
が
下
り
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
も
粘
り
強
く
交
渉
す
る
。

以
上
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【
令
和
６
年
度 

伊
佐
鷺
裏
市
役
所 

防
犯
推
進
課 

調
査
報
告
書 

Ｎ
ｏ
．
Ｂ
０
６
４
‒
０
０
９
】

作
成
日　

２
０
２
４
年
10
月
21
日

作
成
者　

伊
佐
鷺
裏
市
役
所 

防
犯
推
進
課 

臨
時
職
員 

木
村
直
昭

『
件
名
』

３
０
２
号
室
前
監
視
カ
メ
ラ
映
像
の
消
失
事
象
に
関
す
る
解
析
報
告

『
調
査
目
的
』

３
０
２
号
室
前
の
廊
下
に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
デ
ー
タ
が
、
特
定
の
夜
間
時
間
帯
に
不
規
則
に
消
失

し
て
い
る
事
象
の
原
因
究
明
。

『
調
査
日
時
』

２
０
２
４
年
９
月
28
日
～
２
０
２
４
年
10
月
20
日

『
調
査
対
象
』

３
０
２
号
室
前
廊
下
の
監
視
カ
メ
ラ
映
像

『
調
査
方
法
』

１
．�

対
象
期
間
（
２
０
２
４
年
９
月
28
日
～
10
月
20
日
）
に
お
け
る
監
視
カ
メ
ラ
映
像
の
全
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

映
像
消
失
の
発
生
状
況
を
時
間
帯
別
に
分
析
。

２
．�

管
理
会
社
監
視
シ
ス
テ
ム
の
ア
ク
セ
ス
ロ
グ
を
入
手
し
、
映
像
消
失
時
刻
と
重
な
る
不
審
ア
ク
セ
ス
の
有
無

を
確
認
。

３
．
監
視
カ
メ
ラ
と
配
線
設
備
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の
物
理
的
検
査
を
実
施
。

４
．
カ
メ
ラ
周
辺
環
境
に
お
け
る
、
電
波
ノ
イ
ズ
の
測
定
と
、
異
常
信
号
の
検
出
を
試
み
る
。

５
．�

防
犯
推
進
課
の
職
員
を
筆
頭
に
、
臨
時
職
員
を
主
と
し
た
調
査
チ
ー
ム
の
現
地
で
の
観
察
。

『
調
査
結
果
』

１
．�

監
視
映
像
の
不
規
則
な
消
失
は
約
３
～
７
分
間
で
、
主
に
０
時
か
ら
２
時
の
間
に
集
中
し
て
複
数
回
発
生
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
。

２
．�

管
理
会
社
監
視
シ
ス
テ
ム
ロ
グ
に
て
、
映
像
消
失
時
間
帯
と
完
全
に
重
な
る
内
部
端
末
か
ら
の
不
審
な
ア
ク

セ
ス
記
録
が
検
出
さ
れ
た
。
外
部
Ｉ
Ｐ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
は
認
め
ら
れ
ず
、
内
部
関
係
者
に
よ
る
ア
ク
セ
ス

の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

３
．�

カ
メ
ラ
本
体
な
ら
び
に
配
線
、
関
連
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
に
物
理
的
な
損
傷
や
故
障
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

４
．
カ
メ
ラ
周
辺
に
て
異
常
な
電
波
ノ
イ
ズ
、
通
常
の
無
線
通
信
と
は
異
な
る
不
規
則
な
信
号
が
検
知
さ
れ
た
。

５
．�

調
査
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
よ
り
、
映
像
消
失
時
間
帯
に
３
０
２
号
室
付
近
か
ら
「
生
き
物
の
呼
吸
音
」
の
よ
う

な
不
規
則
な
低
音
の
音
が
聞
こ
え
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
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『
考
察
及
び
問
題
点
』

・�
映
像
消
失
は
単
な
る
機
器
の
故
障
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
意
図
的
な
、
ま
た
は
不
可
解
な
妨
害
行

為
が
存
在
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。

・�

内
部
端
末
か
ら
の
不
審
ア
ク
セ
ス
は
、
映
像
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
、
も
し
く
は
消
去
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る

が
、
動
機
や
関
与
者
の
特
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

・�

物
理
的
損
傷
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
電
波
ノ
イ
ズ
の
検
知
は
、
現
地
に
根
ざ
し
た
異
常
現
象
、
ま
た
は
未
知

の
電
磁
的
影
響
の
存
在
を
示
す
可
能
性
が
あ
る
。

・
調
査
員
の
聴
覚
証
言
は
、
現
場
に
通
常
の
自
然
現
象
で
は
説
明
し
が
た
い
存
在
が
い
る
仮
説
を
補
強
す
る
。

『
今
後
の
対
応
』

１
．
監
視
カ
メ
ラ
映
像
と
シ
ス
テ
ム
ロ
グ
の
解
析
を
継
続
し
、
映
像
消
失
の
再
現
や
原
因
究
明
に
努
め
る
。

２
．
内
部
関
係
者
へ
の
聴
取
を
強
化
し
、
不
審
ア
ク
セ
ス
の
背
景
を
調
査
。

３
．
カ
メ
ラ
周
辺
の
電
磁
環
境
を
継
続
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
異
常
信
号
の
特
定
を
進
め
る
。

４
．
３
０
２
号
室
周
辺
の
監
視
態
勢
を
強
化
し
、
映
像
以
外
の
異
常
も
併
せ
て
観
察
す
る
。

５
．
調
査
チ
ー
ム
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
、
現
場
作
業
の
リ
ス
ク
評
価
と
対
策
を
講
じ
る
。

以
上

桜
見
荘 

平
成
二
十
七
年
～
令
和
六
年 

修
繕
・
点
検
履
歴
一
覧

【
桜
見
荘 

平
成
二
十
七
年
～
令
和
六
年 

修
繕
・
点
検
履
歴
一
覧
】

（
平
成
二
十
七
年
～
令
和
六
年
）

『
平
成
二
十
七
年
』

・
平
成
二
十
七
年
一
月
七
日　

全
戸　

ガ
ス
設
備
点
検
実
施　

異
常
な
し

・
平
成
二
十
七
年
一
月
十
五
日　

一
階
一
〇
一
号
室　

洗
面
所
ス
イ
ッ
チ
取
り
替
え　

使
用
感
に
よ
る
交
換

・
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
日　

全
戸　

共
用
部
分
設
備
点
検　

異
常
な
し

・
平
成
二
十
七
年
六
月
五
日　

三
階
三
〇
四
号
室　

キ
ッ
チ
ン
蛇
口
水
漏
れ
修
理　

パ
ッ
キ
ン
交
換

・
平
成
二
十
七
年
九
月
十
日　

全
戸　

火
災
報
知
器
交
換　

新
型
機
器
導
入

『
平
成
二
十
八
年
』

・
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
五
日　

三
階
三
〇
四
号
室　

玄
関
ド
ア
鍵
交
換　

防
犯
強
化
対
応

・
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日　

全
戸　

排
水
管
清
掃
実
施　

詰
ま
り
防
止

・
平
成
二
十
八
年
七
月
二
日　

二
階
二
〇
二
号
室　

ト
イ
レ
ス
イ
ッ
チ
取
り
替
え　

使
用
感
に
よ
る
交
換

・
平
成
二
十
八
年
十
月
十
二
日　

全
戸　

共
用
部
分
設
備
点
検　

異
常
な
し
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『
平
成
二
十
九
年
』

・
平
成
二
十
九
年
一
月
九
日　

一
階
一
〇
一
号
室　

ト
イ
レ
配
管
漏
水
修
理　

劣
化
に
よ
る
交
換

・
平
成
二
十
九
年
三
月
十
五
日　

全
戸　

火
災
報
知
器
点
検
実
施　

問
題
な
し

・
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日　

二
階
二
〇
四
号
室　

給
湯
器
修
理　

温
度
セ
ン
サ
ー
交
換

・
平
成
二
十
九
年
八
月
三
日　

全
戸　

共
用
部
分
外
壁
補
修　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

『
平
成
三
十
年
』

・
平
成
三
十
年
二
月
十
七
日　

三
階
三
〇
三
号
室　

キ
ッ
チ
ン
換
気
扇
交
換　

動
作
不
良
に
よ
る

・
平
成
三
十
年
四
月
二
十
五
日　

全
戸　

排
水
管
点
検
・
清
掃　

定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

・
平
成
三
十
年
七
月
七
日　

二
階
二
〇
一
号
室　

照
明
器
具
交
換　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
省
エ
ネ
対
応

・
平
成
三
十
年
十
月
十
日　

全
戸　

共
用
部
分
設
備
点
検　

異
常
な
し

『
平
成
三
十
一
年
』

・
平
成
三
十
一
年
一
月
十
一
日　

一
階
一
〇
四
号
室　

窓
枠
補
修　

風
雨
に
よ
る
腐
食
補
修

・
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日　

全
戸　

火
災
報
知
器
点
検
実
施　

問
題
な
し

『
令
和
元
年
』

・
令
和
元
年
六
月
十
五
日　

三
階
三
〇
一
号
室　

給
水
管
修
理　

水
圧
低
下
に
よ
る
調
整

・
令
和
元
年
九
月
二
十
五
日　

全
戸　

共
用
部
分
照
明
設
備
改
修　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事

『
令
和
二
年
』

・
令
和
二
年
二
月
四
日　

三
階
三
〇
三
号
室　

バ
ル
コ
ニ
ー
防
水
工
事　

雨
漏
り
防
止
目
的

・
令
和
二
年
五
月
七
日　

全
戸　

排
水
管
点
検
・
清
掃　

定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

・
令
和
二
年
八
月
十
日　

二
階
二
〇
一
号
室　

エ
ア
コ
ン
修
理　

冷
却
機
能
不
良
修
理

・
令
和
二
年
十
一
月
十
五
日　

全
戸　

共
用
部
分
設
備
点
検　

異
常
な
し

『
令
和
三
年
』

・
令
和
三
年
一
月
二
十
三
日　

三
階
三
〇
四
号
室　

浴
室
換
気
扇
交
換　

老
朽
化
に
よ
る

・
令
和
三
年
四
月
十
日　

全
戸　

火
災
報
知
器
点
検
・
交
換　

安
全
強
化

・
令
和
三
年
七
月
二
十
日　

二
階
二
〇
四
号
室　

キ
ッ
チ
ン
水
栓
修
理　

水
漏
れ
修
理

・
令
和
三
年
十
月
三
十
日　

全
戸　

共
用
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
改
修
工
事　

美
観
向
上

『
令
和
四
年
』

・
令
和
四
年
二
月
十
八
日　

一
階
一
〇
二
号
室　

電
気
配
線
修
理　

短
絡
事
故
防
止

・
令
和
四
年
五
月
十
四
日　

全
戸　

排
水
管
清
掃
実
施　

詰
ま
り
防
止

・
令
和
四
年
八
月
九
日　

二
階
二
〇
三
号
室　

玄
関
扉
調
整　

開
閉
不
良
改
善


